
教科 科目（講座名） 対象学年 単位数 教科書 使用教材

芸術 美術Ⅰ 全 2 美術１(光村図書） 鉛筆・アクリル絵の具・水彩等

学期 月 到達度目標（学習のねらい）

「心に浮かんだイメージをもとに発想を広げ、夢や想像
の世界をあらわす」

｢伝えたい内容にふさわしい表現方法を考え、多くの人
に伝わるようにデザインする工夫する」

9月
・造形的なよさや美しさを感じ取ることができる。

｢さまざまな技法によるアニメーションを知り、表現のし
かたを工夫して作品をつくる｣

教科書：P26～29,P80,81P88,89

教科書：P74～76,P102,103

「映像制作」

・アニメｰションの原理について
・映像表現について
・アニメーションの制作方法につい
て映像メディア表現

｢アニメーションをつくる｣

・色や構図などの造形の要素の働きを理解している。
・意図に応じた画材や用具の特性を生かしている。
・伝達するデザインの機能を考え、創造的な表現の構
想を練っている。
・主体的にデザインの表現の創造活動に取り組もうとし
ている。

・意図に応じて映像メディア機器等の用具の特性を生
かしている。
・絵コンテなど制作を通して、表現方法を創意工夫し、
表現の意図を効果的に表している。
・考えたことを基に、映像メディアの特性を生かして主題
を生成している。
・視点や動きなどの映像表現の視覚的な要素の働きに
ついて考え、創造的な表現の構想を練っている。
・主体的に映像メディア表現の創造活動に取り組もうと
している。

・文様の造形的な特徴を基に作風や様式などを捉え理
解している。
・文様の機能や効果について考え、創造的な表現の構
想を練っている。
・主体的にデザインの表現の創造活動に取り組もうとし
ている。

美術史
｢パブロ・ピカソ｣
｢美術史｣ 教科書：P44～47,P108～110

「近代の美術史」
・美術史

｢ピカソの生涯や作品を知り、新たな表現を追求する姿
勢を感じ取る｣
・美術作品や文化遺産の歴史や表現の特徴について
考え、見方や考え方を深める。

デザイン②
｢文様で飾る｣

｢日本や諸外国の文様を鑑賞し,表現の工夫や生活との
関わりを感じ取り、形や色を考えてデザインする。｣

教科書：P54～57,P104,105

「オリジナル文様の手ぬぐい又は
トートバック制作」

・文様について
・凸版について
・生活の中のデザインについて

教科書：P48～51、Ｐ98、99、104、
105、114～119

・伝達するデザインについて
・発想の広げ方について
・文字のデザインについて
・色について（色の３属性）

令和５年度　　新川みどり野高校　年間指導計画（シラバス）

前期

単元 学習内容

絵画・彫刻
｢想像した世界を描く」

デザイン①
｢メッセージを広く伝える｣

学習の到達目標

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深め、意図に応じた表現方法を工夫し、創造的に表
すことができる。
・造形的なよさや表現の意図、美術の働きなどについて考え、構想を練ることができる。
・主体的に幅広い美術の分野に取り組み、美術に対する関心を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活
や社会を創造していく態度を養う。

学科

普通科・福祉教養科

鑑賞

・モダンテクニックによる表現方法を創意工夫し、発想
や構想を広げ、創造的に表現している。
・意図に応じて画材や用具の特性を生かしている。
・夢や想像などから主題を生成することができる。
・モダンテクニックの特性を生かし、色彩、構成などにつ
いて考え、創造的な表現の構想を練っている。
・主体的に絵画の表現の創造活動に取り組もうとしてい
る。

・作品の鑑賞

「伝達を目的としたポスター」

「モダンテクニックを用いた想像世界
を表現する」

・シュルレアリズムの作家について
・モダンテクニックについて
・鉛筆の特徴と使い方
・アクリル、水彩の特徴と使い方

後期

12月

1月

2月

4月

5月

6月

7月

10月

11月


